
JP 2013-172778 A 2013.9.5

10

(57)【要約】
【課題】　安定して移動することができる携帯型超音波
診断装置用カート、又は携帯型超音波診断装置用カート
に携帯型超音波診断装置を載置した携帯型超音波ユニッ
トを提供する。
【解決手段】　携帯型超音波診断装置100を載置するた
めの天板202と、天板202を支持する支柱204と、支柱204
を支持する複数の脚部206と、脚部206に取り付けられた
車輪208とを備える携帯型超音波診断装置用カート200で
あって、支柱204には、被検体に超音波を送受信する超
音波探触子120の超音波探触子コネクタ126(140)を保持
するコネクタ保持部300が備えられている。
【選択図】　　　　　図2
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯型超音波診断装置を載置するための天板と、前記天板を支持する支柱と、前記支柱
を支持する複数の脚部と、前記脚部に取り付けられた車輪とを備える携帯型超音波診断装
置用カートであって、
　前記支柱には、被検体に超音波を送受信する超音波探触子の超音波探触子コネクタを保
持するコネクタ保持部が備えられていることを特徴とする携帯型超音波診断装置用カート
。
【請求項２】
　前記コネクタ保持部は、前記支柱の前面に備えられていることを特徴とする請求項１記
載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項３】
　前記コネクタ保持部は板状であり、板面が水平になるように設置されていることを特徴
とする請求項１記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項４】
　前記コネクタ保持部は、前記脚部よりも前記天板に近い側に設置されることを特徴とす
る請求項１記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項５】
　前記コネクタ保持部と前記天板の間隔は、前記コネクタ保持部の上面に前記超音波探触
子コネクタが挿入できる程度に設定されていることを特徴とする請求項１記載の携帯型超
音波診断装置用カート。
【請求項６】
　前記コネクタ保持部は、携帯型超音波診断装置用カートの奥行き方向及び幅方向におい
て前記天板からはみ出さないように設置されていることを特徴とする請求項１記載の携帯
型超音波診断装置用カート。
【請求項７】
　前記コネクタ保持部には、前記超音波探触子の探触子ヘッドと前記超音波探触子コネク
タとを接続するケーブルを掛けるケーブルフックが備えられていることを特徴とする請求
項１記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項８】
　前記超音波探触子の探触子ヘッドを保持する探触子ホルダを備え、前記探触子ヘッドは
前記探触子ホルダによって保持され、前記ケーブルが前記ケーブルフックに掛けられ、前
記超音波探触子コネクタは前記コネクタ保持部によって保持されることを特徴とする請求
項7記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項９】
　前記コネクタ保持部は、比較的大きい超音波探触子コネクタを保持する第１保持部と、
比較的小さな超音波探触子コネクタを保持する第２保持部とからなることを特徴とする請
求項１記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項１０】
　前記第１保持部は、前記超音波探触子コネクタのコネクタ接合部の外周に合わせてプレ
ートに構成された枠体と、前記枠体の中央部に形成された溝部と、前記溝部の中央部に形
成され、前記コネクタ保持部のプレートを貫通する穴部とからなることを特徴とする請求
項９記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項１１】
　前記超音波探触子コネクタは、操作者が握って運ぶためのハウジングと、電気的に接続
するための多数の接続ピンを内部に有したコネクタ接合部と、前記ハウジングを貫通して
設置され、前記コネクタ接合部の下部から外側に突出された回動軸と、前記回動軸と一体
化され、前記回動軸の先端に形成された錠止部と、前記回動軸と一体化され、前記回動軸
と前記錠止部とともに回動するハンドルとから構成され、前記第１保持部の前記穴部は、
前記回動軸と前記錠止部が嵌ることができるように鍵状に形成されていることを特徴とす
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る請求項１０記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項１２】
　前記第２保持部は、前記超音波探触子コネクタのコネクタ接合部の外周に合わせて形成
された溝部と、前記溝部の端部に形成され、前記コネクタ接合部を係止する複数の係止部
とからなることを特徴とする請求項９記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項１３】
　前記コネクタ保持部は、前記超音波探触子の探触子ヘッドを保持する探触子ホルダと同
数の超音波探触子コネクタを保持することを特徴とする請求項８記載の携帯型超音波診断
装置用カート。
【請求項１４】
　前記コネクタ保持部は、種類が異なる超音波探触子の超音波探触子コネクタを保持する
ことを特徴とする請求項８記載の携帯型超音波診断装置用カート。
【請求項１５】
　前記請求項１乃至１４のいずれか一項に記載の携帯型超音波診断装置用カートに携帯型
超音波診断装置を載置したことを特徴とする携帯型超音波ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型超音波診断装置を搭載することができる携帯型超音波診断装置用カー
トと、携帯型超音波診断装置用カートに携帯型超音波診断装置を載置した携帯型超音波ユ
ニットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　携帯型超音波診断装置として、近年ノートパソコン型のものが開発されている(特許文
献1)。携帯型超音波診断装置は、操作者が手で持ち運ぶことができ、被検体の近くの机等
に載置して、超音波探触子を被検体に接触させ、得られた超音波断層像等を、内蔵する表
示部に表示することができる。
【０００３】
　特許文献1には、携帯型超音波診断装置を搭載し、携帯型超音波診断装置と電気的に接
続されるドッキングカートを開示している。このドッキングカートは、携帯型超音波診断
装置の表示部とは別に、専用の表示部や操作パネルや信号処理装置を備えている。ドッキ
ングカートの信号処理装置は、携帯型超音波診断装置が取得した画像データを受け取って
画像処理を施し、ドッキングカートの表示部に表示させる等の動作を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表2006-519684号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献1に記載のドッキングカートは、超音波探触子の使用を可能にするために、超
音波探触子コネクタを取り付けるためのトランスデューサ・ポートを有している。しかし
ながら、超音波探触子コネクタをドッキングカートから電気的に取り外した状態で移動す
ることについては考慮されていない。
【０００６】
　本発明の目的は、超音波探触子コネクタを携帯型超音波診断装置用カートから電気的に
取り外した状態でも、安定して移動することができる携帯型超音波診断装置用カート、又
は携帯型超音波診断装置用カートに携帯型超音波診断装置を載置した携帯型超音波ユニッ
トを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　上記目的を達成するため、被検体に超音波を送受信する超音波探触子の超音波探触子コ
ネクタを携帯型超音波診断装置用カートから電気的に取り外しても、携帯型超音波診断装
置用カート又は携帯型超音波診断装置用カートに携帯型超音波診断装置を載置した携帯型
超音波ユニットは超音波探触子コネクタを保持する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の携帯型超音波診断装置用カート又は携帯型超音波ユニットによれば、超音波探
触子コネクタを携帯型超音波診断装置用カートから電気的に取り外した状態でも、安定し
て移動することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の携帯型超音波診断装置の外観図
【図２】本発明の携帯型超音波診断装置用カートの外観図
【図３】本発明の携帯型超音波診断装置用カートの正面図と超音波探触子の外観図
【図４】本発明の携帯型超音波診断装置用カートのコネクタ保持部の外観図
【図５】本発明の携帯型超音波診断装置用カートのコネクタ保持部に超音波探触子コネク
タを設置した形態を示す外観図
【図６】本発明の携帯型超音波診断装置用カートの第1保持部を詳細に説明するための図
【図７】本発明の携帯型超音波診断装置用カートに携帯型超音波診断装置を載置した携帯
型超音波ユニットを示す図
【図８】本発明の実施例2を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を用いて、本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図1は、本発明の携帯型超音波診断装置100の外観図である。図1に示すように、携帯型
超音波診断装置100は、構造体として、主な処理機能を持つ装置を収納する本体筐体102と
、操作者が操作する操作部を備えたキーボード筐体104と、画像を表示する表示部を備え
た表示筐体106とを備えている。
【００１２】
　また、本体筐体102には、複数の種類のコネクタを接続することができるコネクタ接続
部108が搭載されている。例えば、超音波を送受信する超音波探触子の超音波探触子コネ
クタをコネクタ接続部108に取り付けて電気的に接続することにより、超音波探触子が携
帯型超音波診断装置100に接続される。このように、超音波探触子が携帯型超音波診断装
置100に接続されることにより、超音波探触子を用いて超音波を送受信することができる
。
【００１３】
　携帯型超音波診断装置100のキーボード筐体104と本体筐体102は、相互にヒンジ110によ
り接続されている。表示筐体106と本体筐体102は、相互にヒンジ112により接続されてい
る。ヒンジ110とヒンジ112の機構により、図1に示すように、キーボード筐体104を水平に
配置し、表示筐体106を開いて垂直に立てた姿勢にしたり、ヒンジ112の軸(鉛直方向)を中
心にして表示筐体106を回転させたりすることができる。さらに、キーボード筐体104およ
び表示筐体106を重ねて水平にする姿勢、キーボード筐体104および表示筐体106を重ねて
垂直にたてた姿勢にすることもできる。
【００１４】
　図2～7は、主に本発明の携帯型超音波診断装置用カート200と超音波探触子コネクタを
保持するコネクタ保持部300を説明するための図である。
【００１５】
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　図2は、本発明の携帯型超音波診断装置用カート200の外観図である。図3は、本発明の
携帯型超音波診断装置用カート200の正面図である。
【００１６】
　携帯型超音波診断装置用カート200は、携帯型超音波診断装置100を載置するための天板
202と、天板202を昇降可能に支持する支柱204と、支柱204を支持する複数の脚部206と、
複数の脚部206に取り付けられた車輪208とを有している。天板202は、床面に対して平行
になるように水平に設置されている。
【００１７】
　また、携帯型超音波診断装置用カート200は、複数の超音波探触子を保持する複数の探
触子ホルダ210、216と、複数の超音波探触子の超音波探触子コネクタを電気的に接続する
複数のコネクタ接続部212と、携帯型超音波診断装置100のコネクタ接続部108に取り付け
ることにより、携帯型超音波診断装置100と電気的に接続するカートコネクタ220と、カー
トコネクタ220がコネクタ接続部108から取り外された際、カートコネクタ220を保持する
カートコネクタホルダ214とを備える。さらに、携帯型超音波診断装置用カート200は、超
音波探触子コネクタを保持するコネクタ保持部300を備える。
【００１８】
　複数の種類(大きさ)の異なる超音波探触子コネクタが利用できるように、携帯型超音波
診断装置用カート200には、複数の種類(大きさ)のコネクタ接続部212が設置されている。
例えば、図2に示すように、携帯型超音波診断装置用カート200には、比較的小さい超音波
探触子コネクタに合わせたコネクタ接続部212が2箇所、比較的大きい超音波探触子コネク
タに合わせたコネクタ接続部212が1箇所設置されている。よって、種類の異なる超音波探
触子を携帯型超音波診断装置用カート200に電気的に接続して、超音波を送受信すること
ができる。
【００１９】
　図2、3に示すように、複数の超音波探触子120を保持する複数の探触子ホルダ210、216
は、携帯型超音波診断装置用カート200の両側、すなわち携帯型超音波診断装置用カート2
00の幅方向における両端に設置されている。具体的には、携帯型超音波診断装置用カート
200の幅方向において、携帯型超音波診断装置用カート200の左側に設置された探触子ホル
ダ210は1箇所に超音波探触子120を保持させることができる。探触子ホルダ210は、超音波
ゼリーを保持するための保持部も兼ねている。携帯型超音波診断装置用カート200の幅方
向において、携帯型超音波診断装置用カート200の右側に設置された探触子ホルダ216は2
箇所に超音波探触子120を保持させることができる。通常、携帯型超音波診断装置用カー
ト200の右側に被検体が配置されるため、探触子ホルダ216には、頻繁に使用する超音波探
触子120を保持させる。
【００２０】
　このように、探触子ホルダ210、216では、合計3つの超音波探触子120を保持することが
できる。つまり、探触子ホルダ210、216は、携帯型超音波診断装置用カート200のコネク
タ接続部212と同数の超音波探触子120を保持することができる。
【００２１】
　図3の右図に示すように、超音波探触子120は、被検体に接触させ超音波の送受信を行う
探触子ヘッド122と、携帯型超音波診断装置100のコネクタ接続部108または携帯型超音波
診断装置用カート200のコネクタ接続部212に接続させる超音波探触子コネクタ126(140)と
、探触子ヘッド122と超音波探触子コネクタ126(140)とを接続するケーブル124とを有して
いる。超音波探触子コネクタ126(140)の引き出し部には、ケーブルブッシング128(146)が
ケーブル124と一体化されて固定されている。また、ケーブル124は、探触子ヘッド122と
超音波探触子コネクタ126(140)とを電気的に繋ぐ電線と電線を保護する保護膜で覆われて
構成されている。
【００２２】
　図2、3に示すように、天板202を昇降可能に支持する支柱204には、超音波探触子コネク
タ126(140)を保持するコネクタ保持部300が備えられている。コネクタ保持部300は支柱20
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4の前面に備えられている。支柱204の前面とは、操作者が操作を行う位置に相当する面で
ある。
【００２３】
　コネクタ保持部300は板状(プレート状)であり、コネクタ保持部300の板面(プレート面)
が床面に対して平行になるように、すなわち水平に設置されている。コネクタ保持部300
の板面(プレート面)は、携帯型超音波診断装置100を載置するための天板202に対して平行
になるように設置されている。
【００２４】
　コネクタ保持部300は、コネクタ保持部300の面に対して垂直に設置された固定冶具302
を介して、支柱204に設置される。具体的には、固定冶具302はコネクタ保持部300に一体
化して構成されている。固定冶具302は複数の固定ピン304、306を用いて支柱204に固定さ
れる。固定冶具302を支柱204に固定することにより、コネクタ保持部300を支柱204に設置
することができる。
【００２５】
　コネクタ保持部300は、支柱204の上方に設置されている。具体的には、コネクタ保持部
300は、支柱204を支持する脚部206よりも天板202に近い側に設置されている。よって、脚
部206とコネクタ保持部300の間に所定の空間を有することができるため、操作者が携帯型
超音波診断装置用カート200を移動する際、コネクタ保持部300が操作者に当たる可能性が
低い。
【００２６】
　このように、コネクタ保持部300は支柱204の上方に設置されているが、コネクタ保持部
300と天板202が接近しすぎると、超音波探触子コネクタ126(140)をコネクタ保持部300の
上面に設置することができない。
【００２７】
　そこで、コネクタ保持部300と天板202の間隔は、コネクタ保持部300の上面に超音波探
触子コネクタ126(140)が挿入できる程度に設定されている。コネクタ保持部300と天板202
の間隔は、超音波探触子コネクタ126(140)の高さよりも広くなっている。例えば、超音波
探触子コネクタ126(140)の高さが5cmであれば、コネクタ保持部300と天板202の間隔は10c
mとする。
【００２８】
　また、携帯型超音波診断装置用カート200を上から見て、コネクタ保持部300が天板202
からはみ出ないように設置されている。つまり、コネクタ保持部300は、携帯型超音波診
断装置用カート200の奥行き方向及び幅方向において天板202からはみ出さないように設置
されている。
【００２９】
　具体的には、携帯型超音波診断装置用カート200の奥行き方向において、コネクタ保持
部300は、コネクタ保持部300の前面の端部と天板202(ハンドル)の前面の端部がほぼ同じ
位置となって設置されている。よって、コネクタ保持部300は、携帯型超音波診断装置用
カート200の奥行き方向において操作者が操作を行う位置に突出されない。コネクタ保持
部300が操作者に当たる可能性が低くなる。
【００３０】
　また、携帯型超音波診断装置用カート200の奥行き方向と直交する幅方向において、コ
ネクタ保持部300は天板202とほぼ同じ幅である。また、コネクタ保持部300は支柱204とほ
ぼ同じ幅である。よって、携帯型超音波診断装置用カート200の幅方向において、コネク
タ保持部300は支柱204から左右に突出されない。コネクタ保持部300が操作者に当たる可
能性が低くなる。
【００３１】
　また、コネクタ保持部300には、超音波探触子120の探触子ヘッド122と超音波探触子コ
ネクタ126とを接続するケーブル124を掛けるケーブルフック310、312が備えられている。
コネクタ保持部300には、携帯型超音波診断装置用カート200の幅方向において異なる方向
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に複数のケーブルフック310、312が備えられている。
【００３２】
　具体的には、超音波探触子120のケーブル124を掛けるケーブルフック310は、コネクタ
保持部300の下面に設置され、ケーブルフック310はコネクタ保持部300の下面の片側へ引
き出されている。ケーブルフック310は、携帯型超音波診断装置用カート200の幅方向にお
いて、右側に延出されている。ケーブルフック310の端部は、ケーブル124が床面にずり落
ちないように、上方に曲折されている。
【００３３】
　また、超音波探触子120のケーブル124を掛けるケーブルフック312は、コネクタ保持部3
00の下面に設置され、ケーブルフック312は、ケーブルフック310と逆方向である、コネク
タ保持部300の下面の片側へ引き出されている。ケーブルフック312は、携帯型超音波診断
装置用カート200の幅方向において、左側に延出されている。ケーブルフック312の端部は
、ケーブル124が床面にずり落ちないように、上方に曲折されている。
【００３４】
　コネクタ保持部300には、心電計に用いるケーブルなどの各種ケーブルを掛けるケーブ
ルフック308が備えられている。具体的には、各種ケーブルを掛けるケーブルフック308は
、コネクタ保持部300の下面に設置されている。ケーブルフック308は、コの字状に形成さ
れており、コの字の両端部がコネクタ保持部300の下面にそれぞれ設置されている。なお
、コネクタ保持部300の下面に設置されたケーブルフック308は、コネクタ保持部300の下
面を保護する保護部としても利用することができる。
【００３５】
　そして、携帯型超音波診断装置100若しくは携帯型超音波診断装置用カート200において
、超音波探触子120を電気的に接続して使用しない場合、図3の矢印に示すように、超音波
探触子120は、探触子ホルダ210、 216とケーブルフック310、312とコネクタ保持部300に
それぞれ保持される。
【００３６】
　被検体に接触させ超音波の送受信を行う超音波探触子120の探触子ヘッド122は、複数の
探触子ホルダ210、 216のいずれかに保持させる。具体的には、探触子ヘッド122の括れ部
を探触子ホルダ210、 216の穴部(溝部)の嵌めることにより、超音波探触子120の探触子ヘ
ッド122は探触子ホルダ210、 216に保持される。
【００３７】
　探触子ヘッド122と超音波探触子コネクタ126とを接続するケーブル124は、複数のケー
ブルフック310、312のいずれかに掛けられる。超音波探触子120の探触子ヘッド122が保持
された探触子ホルダ210、 216に近い方のケーブルフック310、312に掛けられる。例えば
、超音波探触子120の探触子ヘッド122が探触子ホルダ216に保持された場合、ケーブル124
はケーブルフック310に掛けられる。
【００３８】
　携帯型超音波診断装置100または携帯型超音波診断装置用カート200に電気的に接続させ
る超音波探触子コネクタ126(140)は、コネクタ保持部300に保持される。超音波探触子コ
ネクタ126(140)がコネクタ保持部300に保持されても、超音波探触子コネクタ126(140)は
コネクタ保持部300には電気的に接続されない。コネクタ保持部300は超音波探触子コネク
タ126(140)を機械的に保持する機能のみ有している。
【００３９】
　このように、超音波探触子120において、探触子ヘッド122は探触子ホルダ210、 216に
よって保持され、ケーブル124がケーブルフック310、312に掛けられ、超音波探触子コネ
クタ126(140)はコネクタ保持部300によって保持される。よって、探触子ヘッド122と超音
波探触子コネクタ126(140)が携帯型超音波診断装置用カート200に対して保持され、ケー
ブル124が床面に接触しないようになる。超音波探触子コネクタ126(140)を携帯型超音波
診断装置用カート200から取り外した状態でも、安定して携帯型超音波診断装置用カート2
00を移動することができる。
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【００４０】
　図4～7を用いて、コネクタ保持部300を具体的に説明する。
【００４１】
　図4は、本発明の携帯型超音波診断装置用カート200のコネクタ保持部300の外観図であ
る。図5は、本発明の携帯型超音波診断装置用カート200のコネクタ保持部300に超音波探
触子コネクタを設置した形態を示す外観図である。
【００４２】
　コネクタ保持部300は、比較的大きい超音波探触子コネクタ140を保持する第1保持部330
と、超音波探触子コネクタ140と異なる種類の比較的小さな超音波探触子コネクタ126を保
持する第2保持部340とからなる。つまり、コネクタ保持部300は、複数の種類の超音波探
触子の超音波探触子コネクタを保持することができる。すなわち、コネクタ保持部300は
、種類が異なる超音波探触子の超音波探触子コネクタを保持することができる。
【００４３】
　第1保持部330は、コネクタ保持部300の平面状のプレート320の中央部に構成されている
。第1保持部330は、超音波探触子コネクタ140のコネクタ接合部144の外周に合わせてプレ
ート320に構成された枠体332と、枠体332の中央部に形成された溝部334と、溝部334の中
央部に形成され、コネクタ保持部300のプレート320を貫通する穴部336とからなる。
【００４４】
　枠体332は矩形状であり、超音波探触子コネクタ140のコネクタ接合部144が位置決めし
て設置しやすいように凸起されて形成されている。穴部336は、超音波探触子コネクタ140
の錠止部が貫通できるように、鍵穴状に形成されている。
【００４５】
　よって、図5に示すように、超音波探触子コネクタ140のコネクタ接合部144が枠体332内
に設置され、超音波探触子コネクタ140のハンドル148を回転させることにより、コネクタ
保持部300に超音波探触子コネクタ140を保持することができる。なお、詳細については、
図6を用いて後述する。
【００４６】
　第2保持部340は、コネクタ保持部300の平面状のプレート320の端部に構成されている。
携帯型超音波診断装置用カート200では比較的小さな超音波探触子コネクタ126を使用する
頻度が高いため、比較的小さな超音波探触子コネクタ126を保持する第2保持部340は、比
較的大きい超音波探触子コネクタ140を保持する第1保持部330よりも携帯型超音波診断装
置用カート200のコネクタ接続部212に近い方に構成されている。第2保持部340は、携帯型
超音波診断装置用カート200の幅方向において右側に構成されている。
【００４７】
　第2保持部340は、超音波探触子コネクタ126のコネクタ接合部130の外周に合わせて形成
された溝部342と、溝部342の端部に形成され、コネクタ接合部130を係止する複数の係止
部344、346、348、350とからなる。
【００４８】
　溝部342は矩形状であり、超音波探触子コネクタ126のコネクタ接合部130が位置決めし
て設置しやすいように凹設されている。矩形上に形成された溝部342の長手方向の両端に
複数の係止部344、346、348、350が設置されている。複数の係止部344、346、348、350は
、例えば、外圧によって撓む弾性体である。超音波探触子コネクタ126のコネクタ接合部1
30の外周を弾性体で圧迫することにより、超音波探触子コネクタ126がコネクタ保持部130
に係止される。
【００４９】
　よって、図5に示すように、超音波探触子コネクタ126のコネクタ接合部130が溝部342内
に設置され、複数の係止部344、346、348、350によって係止することにより、コネクタ保
持部300に超音波探触子コネクタ126を設置して、保持することができる。
【００５０】
　なお、ブッシング128、146から引き出されているケーブル124の図示は省略している。
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【００５１】
　図6は、携帯型超音波診断装置用カート200のコネクタ保持部300の第1保持部330を詳細
に説明するための図である。図6(a)は、コネクタ保持部300の上面図である。図6(b)は、
超音波探触子コネクタ140の概略図(断面図)である。
【００５２】
　図5、6に示すように、超音波探触子コネクタ140は、操作者が握って運ぶためのハウジ
ング142と、携帯型超音波診断装置用カート200のコネクタ接続部212に電気的に接続する
ための多数の接続ピンを内部に有したコネクタ接合部144と、ハウジング142を貫通して設
置され、コネクタ接合部144の下部から外側に突出された回動軸150と、回動軸150と一体
化され、回動軸150の先端に形成された錠止部152と、回動軸150と一体化され、回動軸150
と錠止部152とともに回動するハンドル148とから構成されている。超音波探触子コネクタ
140の引き出し部には、ケーブルブッシング146がケーブル124と一体化されて固定されて
いる。ケーブル124の図示は省略している。
【００５３】
　錠止部152は、回動軸150から径方向に突出されている。鍵状に形成された穴部336は、
所定の角度の回動軸150と錠止部152が嵌る形状である。超音波探触子コネクタ140をコネ
クタ保持部300に保持させる際、錠止部152の突起が鍵状に形成された穴部336に嵌るよう
に、図6(b)の左図に示すように、操作者はハンドル148を回動して回動軸150の角度を調整
する。
【００５４】
　回動軸150は、ハンドル148の回動にあわせて、その軸を中心にして回動する。ハンドル
148を右回転すると、回動軸150は錠止部152とともに右回転する。ハンドル148を左回転す
ると、回動軸150は錠止部152とともに左回転する。
【００５５】
　超音波探触子コネクタ140をコネクタ保持部300に保持させた後、図6(b)の右図に示すよ
うに、操作者はハンドル148を回動して回動軸150を錠止部152とともに回動する。錠止部1
52が回動したら、錠止部152がコネクタ保持部300の下面に接触するため、超音波探触子コ
ネクタ140がコネクタ保持部300から外れない。
【００５６】
　このように、超音波探触子コネクタ140は、ハンドル148と回動軸150と錠止部152を用い
て、コネクタ保持部300に錠止される錠止機構を形成している。
【００５７】
　なお、図6(b)の右図に示すように、超音波探触子コネクタ140をコネクタ保持部300に保
持させた状態において、コネクタ接合部144と錠止部152との間隔Aは、コネクタ保持部300
の平面状のプレート320の厚さよりも大きい。よって、超音波探触子コネクタ140をコネク
タ保持部300に保持させた後、錠止部152が回動することができるようになっている。
また、第1保持部330は平面状のプレート320上に構成されているため、コネクタ接合部144
の内部に形成された多数の接続ピンは、プレート320に接触することがない。つまり、超
音波探触子コネクタ140はコネクタ保持部300には電気的に接続されない。
【００５８】
　以上、本発明によれば、携帯型超音波診断装置100を載置するための天板202と、天板20
2を支持する支柱204と、支柱204を支持する複数の脚部206と、脚部206に取り付けられた
車輪208とを備える携帯型超音波診断装置用カート200であって、支柱204には、被検体に
超音波を送受信する超音波探触子120の超音波探触子コネクタ126(140)を保持するコネク
タ保持部300が備えられている。
【００５９】
　よって、超音波探触子コネクタ126(140)を携帯型超音波診断装置用カート200から電気
的に取り外した状態でも、超音波探触子コネクタ126(140)はコネクタ保持部300に保持さ
れるため、携帯型超音波診断装置用カート200を安定して移動することができる。
【００６０】
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　図7は、携帯型超音波診断装置用カート200に携帯型超音波診断装置100を載置した携帯
型超音波ユニットを示す図である。
【００６１】
　図7の携帯型超音波ユニットでは、携帯型超音波診断装置用カート200のカートコネクタ
をカートコネクタ受容部214から取り外し、携帯型超音波診断装置100のコネクタ接続部10
8にカートコネクタ220を取り付けて接続した形態を示している。このように、携帯型超音
波診断装置用カート200が携帯型超音波診断装置100に電気的に接続される。操作者は、携
帯型超音波診断装置100と、携帯型超音波診断装置100を載置した携帯型超音波診断装置用
カート200とからなる携帯型超音波ユニットとして使用することができる。
【実施例２】
【００６２】
　次に実施例2について図8を用いて説明する。実施例1と異なる点は、コネクタ保持部300
は超音波探触子120の探触子ヘッド122を保持する探触子ホルダ210、216と同数の超音波探
触子コネクタ126(400)を保持する点である。また、コネクタ保持部300は、携帯型超音波
診断装置用カート200のコネクタ接続部212と同数の超音波探触子120の超音波探触子コネ
クタ126(400)を保持する点である。
【００６３】
　図8に示すように、コネクタ保持部300は、比較的大きい超音波探触子コネクタ140を保
持する第1保持部600(630)と、超音波探触子コネクタ140と異なる種類の比較的小さな超音
波探触子コネクタ126を保持する第2保持部610(640)と第3保持部620(650)とを有している
。　図8(a)に示すように、第1保持部600は、コネクタ保持部300の中央部に構成されてい
る。第1保持部600は、実施例1で説明した第1保持部330と同様の構成であるため、説明は
省略する。第2保持部610と第3保持部620は、コネクタ保持部300の第1保持部600を挟んで
両端に構成されている。第2保持部610と第3保持部620は、実施例1で説明した第2保持部34
0と同様の構成であるため、説明は省略する。
【００６４】
　図8(b)に示すように、第1保持部630は、コネクタ保持部300の左端部に構成されている
。第1保持部630は、実施例1で説明した第1保持部330と同様の構成であるため、説明は省
略する。第2保持部640と第3保持部650は、コネクタ保持部300の第1保持部630の右側に並
んで構成されている。第2保持部640と第3保持部650は、実施例1で説明した第2保持部340
と同様の構成であるため、説明は省略する。
【００６５】
　このように、コネクタ保持部300は、合計3つの超音波探触子コネクタ126(400)を保持す
ることができる。探触子ホルダ210、216は、合計3つの超音波探触子120の探触子ヘッド12
2を保持することができる。携帯型超音波診断装置用カート200のコネクタ接続部212は、
合計3つの超音波探触子コネクタ126(400)を接続することができる。
【００６６】
　以上、本実施例によれば、超音波探触子120の本数に合わせて超音波探触子120がそれぞ
れ保持されるため、超音波探触子コネクタ126(400)を携帯型超音波診断装置用カート200
から電気的に取り外した状態でも、携帯型超音波診断装置用カート200を安定して移動す
ることができる。
【符号の説明】
【００６７】
　100　携帯型超音波診断装置、102　本体筐体、104　キーボード筐体、106　表示筐体、
108　コネクタ接続部、110、112　ヒンジ、200　携帯型超音波診断装置用カート、202　
天板、204　支柱、206　脚部、208　車輪、210　探触子ホルダ、212　コネクタ接続部、2
14　カートコネクタホルダ
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